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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

異
例
の
大
激
戦
、勝
敗
の
行
方
は

ハ
リ
ス
氏
、経
済
・
外
交
が
弱
点

さ
さ
や
か
れ
る「
10
月
の
奇
襲
」

　

米
大
統
領
選
（
11
月
5
日
投
開
票
）
ま
で
2
カ
月
を
切
っ
た
9
月

10
日
の
候
補
者
テ
レ
ビ
討
論
会
は
、
撤
退
し
た
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン

大
統
領
に
代
わ
っ
て
出
馬
し
た
ハ
リ
ス
副
大
統
領
（
59
）
が
、
復
権

を
目
指
す
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
（
78
）
に
勝
利
し
た
、
と

い
う
評
価
が
も
っ
ぱ
ら
だ
。
し
か
し
、
主
催
し
た
A
B
C
テ
レ
ビ
の

世
論
調
査
に
よ
る
と
、
両
候
補
の
支
持
率
は
討
論
会
の
前
後
で
全
く

変
動
が
な
く
、
接
戦
が
続
い
て
い
る
。「
ハ
リ
ス
旋
風
」
は
吹
き
続

け
る
の
か
。「
ト
ラ
ン
ピ
ス
ト
」
が
底
堅
さ
を
発
揮
す
る
の
か
。
大

統
領
選
の
最
終
情
勢
を
分
析
す
る
。

政
策
論
争
よ
り
非
難
合
戦
に

　
「
ハ
リ
ス
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」「
史
上
最
悪
の
副
大
統
領
だ
」（
ト

ラ
ン
プ
氏
）

　
「
ト
ラ
ン
プ
に
は
国
民
の
た
め
の
計
画
が
な
い
」「
ウ
ソ
ば
か
り
つ

い
て
い
る
」（
ハ
リ
ス
氏
）

　

激
戦
州
の
北
東
部
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
行

バイデン政権

定点
観測
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わ
れ
た
直
接
対
決
は
、
非
難
の
応
酬
が
際
立
っ
た
。
ハ
リ
ス
氏
は
ト

ラ
ン
プ
前
政
権
が
残
し
た
「
負
の
遺
産
」
を
繰
り
返
し
指
摘
し
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
ハ
リ
ス
氏
が
「
国
を
破
壊
す
る
」
と
連
呼
し
た
。
相
手

の
主
張
を
頭
ご
な
し
に
否
定
し
、論
戦
が
深
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
関
心
が
高
い
医
療
保
険
に
つ
い
て
ハ
リ
ス
氏
は
「
ト
ラ

ン
プ
は
（
国
民
の
保
険
加
入
を
促
進
す
る
）
オ
バ
マ
ケ
ア
を
何
度
も

廃
止
し
よ
う
と
し
た
」
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
オ

バ
マ
ケ
ア
は
粗
末
な
医
療
制
度
だ
。
よ
り
負
担
が
少
な
く
、
よ
り
良

い
医
療
が
提
供
で
き
る
制
度
が
あ
れ
ば
そ
う
す
る
」
と
述
べ
る
に
と

ど
ま
っ
た
。
医
療
制
度
改
革
の
具
体
案
に
つ
い
て
提
示
せ
ず
、
視
聴

者
か
ら
は
「
人
ご
と
の
よ
う
で
、
無
責
任
だ
」
な
ど
の
批
判
が
相
次

い
だ
。

　

一
方
、
バ
イ
デ
ン
政
権
で
急
増
し
た
不
法
移
民
問
題
で
は
、
ト
ラ

ン
プ
氏
が
「
不
法
移
民
に
は
犯
罪
者
も
お
り
、米
国
を
衰
退
さ
せ
た
。

ハ
リ
ス
が
こ
の
国
を
破
壊
し
て
い
る
」
と
挑
発
。
こ
れ
に
対
し
、
ハ

リ
ス
氏
は
超
党
派
で
進
め
た
国
境
警
備
強
化
法
案
を
「
ト
ラ
ン
プ
氏

が
（
共
和
党
）
議
員
に
働
き
掛
け
て
、
成
立
を
邪
魔
し
た
」
と
主
張

し
た
。
し
か
し
、
不
法
移
民
を
増
大
さ
せ
た
根
源
的
な
責
任
に
つ
い

て
は
一
切
言
及
を
避
け
、「
責
任
転
嫁
」
の
印
象
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
急
進
的
な
「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
を
支
持
し
て
い
た
も
の
の
、
副
大
統
領
に
な
っ
て
穏
健

的
な
立
場
に
変
わ
っ
た
と
の
指
摘
を
受
け
る
ハ
リ
ス
氏
は
「
政
策
の

変
更
は
あ
っ
て
も
、自
分
の
価
値
観
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
主
張
。

米民主党全国大会で登壇するハリス氏＝8月、ハリス陣営のホームページから
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一
方
、
人
種
問
題
で
は
、「
ハ
リ
ス
氏
は
黒
人
な
の
か
、
そ
う
で
な

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
の
発
言
が
差
別
的
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
ト

ラ
ン
プ
氏
が
「
彼
女
の
問
題
で
あ
り
、
私
は
ど
う
で
も
い
い
」
と
な

げ
や
り
に
な
る
場
面
も
あ
っ
た
。

対
中
外
交
は
わ
か
ら
ず

　

な
に
よ
り
不
満
が
た
ま
っ
た
の
は
、
外
交
・
安
全
保
障
に
関
す
る

議
論
が
、
ま
っ
た
く
深
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
ト
ラ
ン
プ
前
政
権

で
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
の
大
統
領
補
佐
官
を
務
め
た
H
・
R
・

マ
ク
マ
ス
タ
ー
氏
は
米
外
交
専
門
メ
デ
ィ
ア
「
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
」
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
談
で
「
両
候
補
が
、
我
々
は
今
、
極
め

て
危
険
な
時
代
に
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
た
の
は
よ
か
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
『
第
3
次
世
界
大
戦
』
の
危
険
性
に
言
及
し
、
ハ
リ

ス
氏
も
反
論
は
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、「
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
危
険
な
状
況
に

ど
う
反
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
意
見
を
聞
け
な
か
っ
た

こ
と
に
は
失
望
し
た
。
と
り
わ
け
、
そ
の
第
3
次
大
戦
を
ど
う
回
避

す
る
か
の
議
論
が
乏
し
か
っ
た
。
敵
対
国
は
軍
備
を
近
代
化
し
、
一

部
で
は
敵
が
優
位
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
は
軍
備
に
必
要
な
重
要
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
管
理
下
に
置
い
て
い
る
。
我
々
は
軍
事
力
を

再
構
築
し
、
軍
備
の
近
代
化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
な
の
に
、
討
論

は
そ
の
実
よ
り
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
重
視
さ
れ
た
」と
指
摘
し
た
。

　

討
論
会
に
期
待
し
た
の
は
、
二
つ
の
戦
争
が
進
行
し
、
大
国
間
競

争
が
激
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
が
台
頭
す
る
世
界
で
米
国
が
果

た
す
べ
き
役
割
に
関
す
る
議
論
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
一
貫
し
て

主
張
し
て
い
る
「
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
」
は
2
期
目
で
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
さ
れ
る
の
か
。
ハ
リ
ス
氏
が
訴
え
る
「
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
と
り
わ
け
日
本
に
と
っ
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
同
盟
観
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
問
題
や
南
シ
ナ
海
問

題
な
ど
国
益
と
直
結
す
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

残
念
と
言
う
ほ
か
な
い
。

「
新
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
」
か
「
あ
ざ
と
い
指
導
者
」
か

　

不
毛
に
も
見
え
る
論
戦
だ
っ
た
と
は
い
え
、
互
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
わ
る
点
も
あ
っ
た
。
ハ
リ
ス
氏
は
人
種
問
題
に
つ
い
て
「
大
統

領
を
目
指
す
も
の
が
人
種
を
利
用
し
て
米
国
民
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と

す
る
の
は
悲
劇
だ
。
米
国
民
は
皮
膚
の
色
や
言
語
に
関
係
な
く
、
等

し
く
夢
と
願
い
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
投
資
す
る
大
統
領
を
望
ん

で
い
る
」
と
述
べ
た
。
過
去
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、「
未
来
に

向
け
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
ろ
う
」
と
訴
え
、
超
党
派
的
な
「
新
し
い
時

代
の
リ
ー
ダ
ー
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
押
し
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

一
方
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
ハ
リ
ス
氏
の
挑
発
に
憤
慨
し
た
り
、
話

題
が
脱
線
し
た
り
す
る
場
面
が
目
立
っ
た
。
さ
ら
に
「
不
法
移
民
が

ペ
ッ
ト
を
食
べ
て
い
る
」「
誕
生
直
前
の
胎
児
が
殺
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
根
拠
の
な
い
ウ
ワ
サ
を
吹
聴
し
、
司
会
者
に
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
、
言
い
合
い
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
持
ち
前
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の
あ
ざ
と
さ
を
発
揮
。
外
務
省
関
係
者
は
「
従
来
の
中
傷
攻
撃
は
極

力
控
え
、政
策
面
に
集
中
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
面
は
あ
る
」
と
し
、

一
部
に
あ
っ
た
高
齢
不
安
は
感
じ
さ
せ
な
い
出
来
栄
え
だ
っ
た
と
一

定
の
評
価
を
与
え
た
。

　

総
じ
て
見
れ
ば
、
ハ
リ
ス
氏
の
勝
利
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
世
論

調
査
か
ら
明
ら
か
だ
。
討
論
会
直
後
に
「
ど
ち
ら
が
勝
者
か
」
を
聞

い
た
C
N
N
テ
レ
ビ
に
よ
る
と
、
ハ
リ
ス
氏
63
％
に
対
し
、
ト
ラ
ン

プ
氏
は
37
％
だ
っ
た
。討
論
会
を
主
催
し
た
A
B
C
テ
レ
ビ（
A
B
C

ニ
ュ
ー
ス
／
イ
プ
ソ
ス
）が
9
月
11
～
13
日
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、

ハ
リ
ス
氏
58
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
36
％
と
、
同
じ
よ
う
な
結
果
だ
っ
た
。

ハ
リ
ス
陣
営
は
「
完
封
試
合
だ
」
と
喜
び
、
ト
ラ
ン
プ
陣
営
は
「
司

会
者
が
ハ
リ
ス
氏
を
擁
護
し
、
不
利
に
な
っ
た
」
と
敗
北
を
認
め
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
注
目
に
値
す
る
の
は
、
全
米
の
支
持
率
で
は
、

討
論
会
後
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
。討
論
会
の
直
後
、

日
米
関
係
が
専
門
の
米
学
者
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、「
ハ
リ
ス
は
上

出
来
だ
っ
た
。
短
期
間
の
う
ち
に
よ
く
こ
こ
ま
で
来
た
。
ト
ラ
ン
プ

は
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
。
特
に
オ
バ
マ
ケ
ア
に
代
わ
る
医
療
保
険
制

度
は
現
状
で
十
分
と
い
う
態
度
は
と
ん
で
も
な
い
と
感
じ
た
。
た
だ

し
、こ
の
結
果
で
支
持
率
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」

と
語
っ
て
い
た
が
、
結
果
は
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。

ハ
リ
ス
氏
「
勝
利
」
も
支
持
率
変
化
な
く

　

有
権
者
登
録
者
で
「
投
票
に
行
く
」
と
答
え
た
人
を
対
象
に
し
た

A
B
C
の
支
持
候
補
調
査
で
は
、
討
論
会
前
が
ハ
リ
ス
氏
52
％
、
ト

ラ
ン
プ
氏
46
％
、
討
論
会
後
も
ハ
リ
ス
氏
52
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
46
％

と
全
く
同
じ
だ
っ
た
。
討
論
会
の
結
果
を
考
え
れ
ば
、
ハ
リ
ス
氏
の

支
持
率
が
上
が
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
率
が
下
が
る
の
が
当
然
だ

と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
現
実
は
ハ
リ
ス
氏
が
急
上
昇
し
た
り
、
ト
ラ

ン
プ
氏
が
急
降
下
し
た
り
こ
と
も
な
く
、
硬
直
し
て
動
か
な
い
。
こ

の
現
状
は
、
そ
れ
だ
け
双
方
の
支
持
基
盤
が
固
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
が
、
他
に
も
理
由
は
あ
る
。

　

ハ
リ
ス
氏
に
つ
い
て
言
え
ば
、
や
は
り
政
策
へ
の
不
安
が
残
っ
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
最
近
の
世
論
調
査
で
は
、

4
割
強
が
「
ハ
リ
ス
氏
は
リ
ベ
ラ
ル
過
ぎ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

2
0
2
0
年
大
統
領
選
に
向
け
た
民
主
党
候
補
選
び
で
は
、
環
境
へ

の
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
開
発
手
法
フ
ラ
ッ
キ
ン

グ
（
水
圧
破
砕
法
）
の
禁
止
を
支
持
し
て
い
た
経
緯
も
あ
る
。
討
論

会
で
は
「
禁
止
の
立
場
で
は
な
い
」
と
説
明
し
た
が
、
地
場
産
業
と

な
っ
て
い
る
激
戦
州
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
で
は
懸
念
が
く
す
ぶ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
ハ
リ
ス
氏
が
現
職
の
副
大
統
領
と
い
う
点
だ
。
バ

イ
デ
ン
政
権
へ
の
不
満
は
同
時
に
ハ
リ
ス
氏
に
も
向
か
う
。
討
論
会

で
は
「
ハ
リ
ス
は
バ
イ
デ
ン
と
同
じ
」
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
氏
に
「
私

は
バ
イ
デ
ン
氏
で
は
な
い
」
と
食
っ
て
か
か
っ
た
。
だ
が
、
副
大
統
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領
と
し
て
バ
イ
デ
ン
政
権
の
路
線
か
ら
大
き
く
は
み
出
る
こ
と
も
言

え
な
い
。「
ハ
リ
ス
氏
に
は
現
職
副
大
統
領
と
し
て
の
ジ
レ
ン
マ
が

あ
る
」
と
の
同
情
論
も
あ
る
が
、
今
後
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
る
事
態
が
起
き
れ
ば
、
そ
の
余
波
は
ハ
リ
ス
氏
も
か
ぶ
る

こ
と
に
な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
疑
念
も
残
る
。
米
メ
デ
ィ
ア
の
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、ト
ラ
ン
プ
氏
は
ハ
リ
ス
氏
よ
り
も
多
く
の「
誇

張
」
や
「
虚
偽
」
の
主
張
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
先
の
米
学
者
は
こ

ん
な
解
説
を
す
る
。「
共
和
党
員
の
白
人
女
性
で
ト
ラ
ン
プ
氏
を
毛

嫌
い
す
る
人
は
多
い
。
そ
れ
で
も
民
主
党
の
政
策
は
ダ
メ
だ
と
感
じ

て
い
る
。
自
分
た
ち
は
律
義
に
暮
ら
し
て
い
る
の
に
、
非
白
人
は
国

が
援
助
し
て
い
る
。
不
公
平
で
は
な
い
か
と
。
だ
か
ら
、
鼻
を
つ
ま

ん
で
ト
ラ
ン
プ
に
投
票
す
る
ん
で
す
よ
」

　

ま
た
、
共
和
党
エ
リ
ー
ト
層
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
経
済
・
外
交
政
策

を
評
価
し
て
い
る
。
中
国
や
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
と
の
ト
ッ
プ
会
談
を

通
じ
て
一
定
の
関
係
を
維
持
し
た
。
中
国
と
は
貿
易
戦
争
を
始
め
た

が
、
安
全
保
障
で
の
緊
張
は
管
理
し
た
。
北
朝
鮮
は
長
距
離
弾
ミ
サ

イ
ル
発
射
を
抑
制
し
た
。
中
東
で
は
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

関
係
安
定
化
を
促
し
た
。「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
思
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
に

孤
立
主
義
者
で
は
な
く
、
外
交
的
成
果
も
収
め
た
」（
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
マ
シ
ュ
ー
・
ク
ロ
ー
ニ
ッ
グ
・
シ
ニ
ア

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。

候補者討論会ではハリス氏圧勝、支持率には変化なく
ハリス氏 トランプ氏

■経済
中間層と労働者
の所得を引き上
げる「機会の経
済」を実施

■経済
増税はしない。バ
イデン政権でイン
フレは史上最悪に
達した

■人工妊娠中絶
各州の住民投票
を誰もが望んで
いる。連邦には
縛られない

■不法移民
ハリスは国境を
破壊した。私は
不法移民を強制
送還する

■中東問題
ハリスはイスラエルが
嫌いであり、大統領に
なればイスラエルは2
年で消える

■ロシア・ウクライナ戦争
戦争を終わらせること
が米国の最善の利益。
両国による交渉を仲介
する

■気候変動
ハリスが大統領に
なれば米国は破壊
され、石油は枯渇
する

■気候変動
フラッキング禁止
の立場ではない。
外国産石油への依
存を減らす

■不法移民
超党派の国境
警備強化法案
をトランプが
つぶした

■人工妊娠中絶
連邦による中絶
保護を復活させ
る。トランプは
全米で禁止する
だろう

■ロシア・ウクライナ戦争
トランプはウクライ
ナを放棄する。私は
ウクライナ支援に50
カ国を結集させた

■中東問題
イスラエルは自衛権を
持つ。無実のパレスチ
ナ人が殺されており、
安全の確保を
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激
戦
州
も
せ
め
ぎ
合
い

　

米
選
挙
メ
デ
ィ
ア
「
リ
ア
ル
・
ク
リ
ア
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
が
ま

と
め
た
各
社
世
論
調
査
の
平
均
支
持
率
（
9
月
16
日
時
点
集
計
）
で

は
、
ハ
リ
ス
氏
が
49
・
3
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
47
・
3
％
で
、
わ
ず

か
2
・
0
㌽
差
。
7
月
の
銃
撃
暗
殺
未
遂
事
件
で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支

持
率
が
上
昇
し
、
そ
の
後
、
バ
イ
デ
ン
氏
の
撤
退
に
伴
い
、
8
月
に

な
る
と
正
式
候
補
と
な
っ
た
ハ
リ
ス
氏
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を
上
回
る
よ

う
に
な
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
が
飛
び
抜
け
て
相
手
に
大
差
を
つ
け

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

9
月
下
旬
の
段
階
で
も
支
持
率
が
伯
仲
し
、
激
戦
と
な
っ
た
大
統

領
選
は
戦
後
、
5
回
あ
る
。
1
9
6
0
年
の
ケ
ネ
デ
ィ
氏
（
民
主
）

と
ニ
ク
ソ
ン
氏
（
共
和
）、
1
9
8
0
年
の
レ
ー
ガ
ン
氏
（
共
和
）

と
カ
ー
タ
ー
氏
（
民
主
）、
2
0
0
0
年
の
ブ
ッ
シ
ュ
子
氏
（
共
和
）

と
ゴ
ア
氏
（
民
主
）、
2
0
0
8
年
の
オ
バ
マ
氏
（
民
主
）
と
マ
ケ

イ
ン
氏
（
共
和
）、
2
0
1
6
年
の
ト
ラ
ン
プ
氏
（
共
和
）
と
ク
リ

ン
ト
ン
氏
（
民
主
）
だ
。
米
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
調
査
で
は
、
い
ず
れ
も

同
率
か
1
㌽
差
で
、
勝
敗
は
見
通
せ
な
か
っ
た
。
ほ
ぼ
そ
れ
に
近
い

接
戦
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

勝
敗
を
左
右
す
る
激
戦
州
も
、
ま
さ
に
激
戦
だ
。
今
回
の
激
戦
州

は
、
北
東
部
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
中
西
部
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
、
同
ミ

シ
ガ
ン
、
南
部
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
同
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
西
部
ネ
バ

ダ
、
同
ア
リ
ゾ
ナ
の
計
7
州
と
み
ら
れ
る
。
大
統
領
選
の
勝
敗
は
各

トランプ氏は経済と移民、ハリス氏は医療や中絶で強み
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州
に
振
り
分
け
ら
れ
た
選
挙
人
の
合
計
5
3
8
の
う
ち
、
過
半
数
の

2
7
0
を
獲
得
し
た
候
補
が
勝
利
す
る
。
リ
ア
ル
・
ク
リ
ア
・
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
と
、
9
月
中
の
勝
敗
判
定
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
っ
た
。

　

9
月
9
日
時
点
で
は
ハ
リ
ス
氏
2
5
7
、
ト
ラ
ン
プ
氏
2
8
1
と

「
ト
ラ
ン
プ
勝
利
」
だ
っ
た
が
、
9
月
13
日
に
な
る
と
逆
転
し
て
ハ

リ
ス
氏
2
7
6
、
ト
ラ
ン
プ
氏
2
6
2
と
「
ハ
リ
ス
勝
利
」
に
変
わ

り
、
9
月
16
日
に
は
再
び
判
定
が
変
わ
っ
て
ハ
リ
ス
氏
2
5
7
、
ト

ラ
ン
プ
氏
2
8
1
に
戻
っ
た
。
こ
の
変
動
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
だ
。
世
論
調
査
ご
と
に
ト
ッ
プ
候
補
が
入
れ
替

わ
っ
て
お
り
、
そ
の
度
に
同
州
の
選
挙
人
19
が
行
っ
た
り
来
た
り
し

て
い
る
。
最
後
ま
で
同
州
で
の
勝
敗
は
読
み
切
れ
な
い
展
開
が
続
き

そ
う
だ
。

経
済
政
策
の
支
持
弱
く

　

こ
こ
か
ら
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
お
も
む
き
が
あ
る
ハ
リ
ス
氏

を
も
う
少
し
分
析
し
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
、
討
論
会
後
の
同
じ

A
B
C
調
査
か
ら
、
人
気
上
昇
を
続
け
る
ハ
リ
ス
氏
の
弱
点
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
党
派
を
問
わ
ず
国
民
の
最
大
の
関
心
事
で

あ
る
経
済
と
イ
ン
フ
レ
、
共
和
党
が
最
重
要
だ
と
考
え
る
移
民
政
策

へ
の
支
持
で
ト
ラ
ン
プ
氏
に
大
き
く
水
を
開
け
ら
れ
て
い
る
。
従
来

か
ら
指
摘
さ
れ
た
弱
点
で
も
あ
る
の
だ
が
、
討
論
会
で
も
そ
の
疑
念

を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
重
大
で
あ
り
、
こ

の
克
服
が
最
大
の
焦
点
と
な
る
。

　

A
B
C
調
査
に
よ
れ
ば
、
経
済
と
イ
ン
フ
レ
は
そ
れ
ぞ
れ
国
民
の

91
％
、
87
％
が
「
重
要
」
と
考
え
て
お
り
、
ほ
か
の
ど
の
政
策
よ
り

も
関
心
が
高
い
。
だ
が
、
ど
ち
ら
の
候
補
の
政
策
を
信
用
す
る
か
で

は
、
経
済
が
ハ
リ
ス
氏
39
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
46
％
、
イ
ン
フ
レ
は
ハ

リ
ス
氏
38
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
45
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ラ
ン
プ
氏
が
7

㌽
上
回
っ
て
い
る
。「
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
経
済
の
好
況
と
世
界
の
安

定
を
も
た
ら
し
た
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
急
激
な
イ
ン
フ
レ
と
世
界

の
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
」
と
い
う
対
比
を
共
和
党
は
よ
く
誇
張
し

て
言
う
が
、
必
ず
し
も
的
外
れ
で
は
な
い
。

　

ハ
リ
ス
氏
は
生
活
が
苦
し
い
中
間
層
向
け
に
教
育
や
子
育
て
の
分

野
で
大
規
模
支
援
す
る
こ
と
を
公
約
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
食
品
価

格
を
不
当
に
「
便
乗
値
上
げ
」
し
た
企
業
へ
の
制
裁
強
化
も
打
ち
出

し
た
。
こ
う
し
た
社
会
保
障
政
策
や
価
格
統
制
政
策
を
ト
ラ
ン
プ
氏

は
「
共
産
主
義
的
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
指
摘
が
的
確
か
ど
う

か
は
別
に
し
て
、
民
主
党
も
含
め
た
財
政
保
守
・
規
律
派
に
と
っ
て

み
る
と
、「
や
り
す
ぎ
感
」
が
拭
え
な
い
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

1
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
襲
っ

て
来
る
ま
で
経
済
的
に
好
調
だ
っ
た
の
も
確
か
だ
。
経
済
専
門
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
米
C
N
B
C
が
調
べ
て
い
る
一
般
有
権
者
の
「
景
況
感
」

調
査
で
は
、2
0
0
0
年
代
は
一
貫
し
て
「
悲
観
的
」
が
「
楽
観
的
」

を
上
回
っ
て
い
た
が
、ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
し
た
2
0
1
6
年
以
降
、

こ
れ
が
逆
転
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
再
び
悲
観
的
が
上
回
る
が
、
バ
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イ
デ
ン
政
権
時
は
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
「
悲
観
的
」
の
割
合
が
過
去
最

悪
を
記
録
し
、「
楽
観
的
」
は
低
迷
し
た
。

戦
争
の
出
口
戦
略
見
え
ず

　

外
交
政
策
も
ハ
リ
ス
氏
の
弱
点
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
A
B
C
調
査
に
あ
る
「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
戦
争
」
を
め
ぐ

る
支
持
率
は
、
ハ
リ
ス
氏
34
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
49
％
だ
。
討
論
会
で

ハ
リ
ス
氏
は
、
ガ
ザ
地
区
の
人
道
問
題
の
解
決
策
を
具
体
的
に
示
す

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
全
保
障
を
強
調
し
た
。
以

前
か
ら
ガ
ザ
の
惨
状
に
同
情
心
を
示
し
て
い
た
だ
け
に
ア
ラ
ブ
系
の

不
信
は
む
し
ろ
深
ま
り
、
ア
ラ
ブ
系
が
多
い
激
戦
州
ミ
シ
ガ
ン
州
の

情
勢
に
も
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
は
、
ド
イ
ツ
や
英
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
多
く

の
西
側
諸
国
が
武
器
輸
出
を
制
限
し
始
め
て
い
る
が
、
米
国
は
続
け

て
い
る
。
こ
う
し
た
武
器
が
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
を
支
配

す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
だ
け
で
な
く
、
レ
バ
ノ
ン
の
イ
ス
ラ
ム

教
シ
ー
ア
派
組
織
ヒ
ズ
ボ
ラ
な
ど
と
の
戦
い
で
使
用
さ
れ
る
恐
れ
も

あ
る
。
ま
た
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
防
ぐ
防
空
網
は
米

欧
の
支
援
が
あ
っ
て
初
め
て
機
能
す
る
。
ま
ず
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を

説
得
す
る
こ
と
な
し
に
攻
撃
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、

そ
の
道
筋
は
示
し
て
い
な
い
。

　

も
う
一
つ
が
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
だ
。
討
論
会
で
は
、

バ
イ
デ
ン
政
権
の
政
策
を
引
き
継
ぎ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
全
力
を

克服すべき課題、ハリス氏に山積

■支持基盤
○若者、非白人に厚い支持
➡�通常は投票率が低いため、投票率
アップが課題

■政策
○人工妊娠中絶、医療保険で強み
➡�州ごとの住民投票で中絶容認の機
運を高められるか

■分断
○民主主義の擁護、人種格差の解消
➡�トランプ支持派・MAGAの結束
を強めるおそれ

■政策
×経済・インフレ、移民問題
➡�有権者の大きな関心事でトランプ
氏に大きな差つけられ低迷

×外交
➡�膠着するウクライナ戦争、イスラ
エル・ガザ戦争の出口戦略示せず
➡�経済、外交ともバイデン政権の呪
縛逃れられず

■分断
➡黒人女性、アジア系初への潜在的
な反発が出るおそれ

プラス マイナス
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挙
げ
る
意
向
を
表
明
し
た
。
だ
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
方
針
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
必
要
と
す
る
戦
力
は
与
え
る
が
、
そ
れ
を
使
っ
て
ロ
シ

ア
に
勝
利
す
る
た
め
に
は
使
わ
せ
な
い
、
と
い
う
矛
盾
を
は
ら
ん
で

い
る
。
ロ
シ
ア
へ
の
軍
事
侵
攻
を
で
き
な
い
よ
う
に
制
約
し
て
い
る

わ
け
だ
。
ロ
シ
ア
国
内
で
本
格
的
な
戦
闘
が
始
ま
れ
ば
、
北
大
西
洋

条
約
機
構
（
N
A
T
O
）
が
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
一
気
に
高
ま
る
。

　

共
和
党
が
問
題
に
す
る
の
は
、
バ
イ
デ
ン
・
ハ
リ
ス
政
権
が
最
終

目
標
を
明
確
に
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
第
3
次
世

界
大
戦
や
核
戦
争
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
、
直
接
交
渉
の
仲
介
を
行
う

と
言
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
も
そ
の
方
法
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
い
な

い
が
、
目
標
が
な
け
れ
ば
戦
略
も
立
て
ら
れ
な
い
。
欧
州
で
は
極
右

の
台
頭
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
は

揺
ら
ぐ
だ
ろ
う
。
ハ
リ
ス
氏
は
今
後
、
泥
沼
の
戦
争
継
続
か
展
望
な

き
和
平
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

若
者
、
非
白
人
の
支
持
、
カ
ギ
は
投
票
率

　

一
方
、
ハ
リ
ス
氏
の
長
所
も
探
っ
て
み
よ
う
。
そ
の
強
み
を
十
分

に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
勝
敗
は
決
ま
る
。
ハ
リ

ス
氏
の
特
徴
の
一
つ
は
、
多
様
性
だ
ろ
う
。
大
統
領
に
な
れ
ば
初
の

女
性
、
黒
人
女
性
、
ア
ジ
ア
系
と
米
国
の
新
た
な
時
代
を
切
り
開
く

こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、
78
歳
の
ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
し
、
59
歳
と
い

う
若
さ
も
ア
ピ
ー
ル
材
料
だ
。
現
在
の
10
代
後
半
か
ら
40
代
前
半
ま

で
の
Z
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
に
「
新
し
い
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
」

を
印
象
付
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

A
B
C
調
査
に
よ
る
と
、
ハ
リ
ス
氏
へ
の
支
持
が
高
い
の
は
、
18

～
29
歳
の
若
者
層
（
ハ
リ
ス
氏
59
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
40
％
）、
無
党

派
層（
ハ
リ
ス
氏
53
％
、ト
ラ
ン
プ
氏
44
％
）、黒
人（
ハ
リ
ス
氏
89
％
、

ト
ラ
ン
プ
氏
9
％
）、
中
南
米
系
（
ハ
リ
ス
氏
58
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏

41
％
）
な
ど
だ
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
投
票
率
が
比
較
的
低
い
こ
と

だ
。
い
か
に
若
年
層
や
非
白
人
層
を
投
票
に
向
か
わ
せ
る
か
は
、「
反

ト
ラ
ン
プ
票
」
を
掘
り
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
の
オ
バ
マ
大

統
領
の
よ
う
に
有
権
者
を
熱
狂
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

　

ハ
リ
ス
氏
に
は
、
オ
バ
マ
氏
ほ
ど
の
カ
リ
ス
マ
性
は
な
い
。

2
0
0
8
年
大
統
領
選
当
時
、
オ
バ
マ
氏
の
取
材
を
重
ね
た
が
、
聴

衆
の
多
く
が
演
説
に
涙
し
て
い
る
光
景
を
覚
え
て
い
る
。
と
き
に
は

米
国
の
同
行
記
者
が
目
に
涙
を
た
め
て
い
る
姿
も
目
に
し
た
。
撤
退

し
た
バ
イ
デ
ン
氏
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
的
な
存
在
か
ら
本
格
候
補
へ

と
短
期
間
で
成
長
し
た
と
は
い
え
、
無
党
派
層
を
含
め
た
超
党
派
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
票
を
取
り
込
ん
で
い
く
戦
略
が
求
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

保
守
派
結
束
促
す
反
作
用
も

　

見
え
な
い
敵
も
い
る
。
女
性
、
黒
人
、
ア
ジ
ア
系
と
い
う
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
、
か
え
っ
て
共
和
党
保
守
派
を
結
束
さ
せ
る
要
因

に
な
り
う
る
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
人
々
は
口
に
は
決
し
て
出
さ
な
い

も
の
の
、
潜
在
的
な
意
識
に
あ
る
。
黒
人
初
の
大
統
領
に
オ
バ
マ
氏
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が
就
任
し
た
と
同
時
に
、
白
人
中
心
の
共
和
党
保
守
派
は
オ
バ
マ
政

権
打
倒
へ
の
結
束
を
固
め
、
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
コ
ー
ク
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
な
ど
多
く
の
支
持
団
体
が
結
集
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
米
国
社
会
の
分
断
は
深
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

共
和
党
に
と
っ
て
相
手
が
ハ
リ
ス
氏
で
あ
る
こ
と
は
、
相
手
が
バ

イ
デ
ン
氏
だ
っ
た
以
上
に
結
束
を
固
め
る
効
果
が
あ
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。
結
局
は
、
分
断
が
深
ま
る
だ
け
だ
と
い
う
え
ん
世
的
な
気
分

が
広
が
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
米
メ
デ
ィ
ア
は
「
ハ
リ
ス
氏
は
人
種
や

性
別
な
ど
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
前
面
に
出
さ
ず
に
う
ま
く
戦
っ

て
い
る
」
と
い
う
評
価
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
多
様
性
や
包

摂
性
が
分
断
を
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
溝
を
埋
め
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
は
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
ズ

　

最
後
に
、
大
統
領
選
で
は
投
票
直
前
に
必
ず
話
題
に
な
る
「
オ
ク

ト
ー
バ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
紙
面
紙
上
で
は

「
10
月
の
奇
襲
」
と
も
訳
さ
れ
、
選
挙
情
勢
を
一
変
さ
せ
る
よ
う
な

大
き
な
出
来
事
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
指
す
。
過
去
に
も
多
く
の
「
サ

プ
ラ
イ
ズ
」
が
報
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
が
決
め
手

と
な
っ
て
情
勢
を
逆
転
し
た
と
実
証
で
き
る
も
の
も
な
い
。
と
り
わ

け
今
回
の
よ
う
に
「
票
の
移
動
」
が
あ
ま
り
見
込
め
な
い
選
挙
で
は

な
お
さ
ら
だ
が
、
米
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
測
が
さ
れ
て

い
る
。

人質解放工作から新型コロナ感染まで
～過去の主な「オクトーバー・サプライズ」～

・1980年　カーター（民主）VSレーガン（共和）
人質になった在イラン米大使館職員の解放が投票直前に行われるのをレー
ガン陣営が阻止したとの疑惑

・2000年　ゴア（民主）VSブッシュ（共和）
ブッシュ氏の飲酒運転での逮捕歴が暴露。陣営は認める

・2004年　ブッシュ（共和）VSケリー（民主）
アラビア語メディア「アルジャジーラ」が米同時多発テロのウサマ・ビン
ラディン容疑者の映像を放映

・2016年　クリントン（民主）VSトランプ（共和）
クリントン氏が国務長官当時に私用サーバーを利用して電子メールのやり
とりをしていた件でFBIが追加調査発表

・2020年　トランプ（共和）VSバイデン（民主）
トランプ大統領夫妻が新型コロナに感染と発表
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も
と
も
と
の
由
来
は
、

1
9
8
0
年
大
統
領
選

で
、
イ
ラ
ン
で
人
質
に

な
っ
て
い
る
米
大
使
館
職

員
が
電
撃
的
に
解
放
さ
れ

れ
ば
現
職
の
カ
ー
タ
ー
大

統
領
（
民
主
党
）
再
選
が

確
実
に
な
る
と
警
戒
し
た

共
和
党
の
レ
ー
ガ
ン
陣
営

が
、
そ
の
「
電
撃
解
放
」

を
指
し
て
命
名
し
た
と
さ

れ
る
。
実
際
に
は
「
電
撃

解
放
」は
な
く
、カ
ー
タ
ー

氏
は
選
挙
に
敗
れ
た
が
、

レ
ー
ガ
ン
陣
営
幹
部
が
選

挙
中
に
イ
ラ
ン
と
解
放
を

遅
ら
せ
る
よ
う
交
渉
し
た

と
の
疑
惑
が
後
に
浮
上

し
、
連
邦
議
会
で
も
調
査

す
る
事
態
に
発
展
し
た

（
証
拠
な
く
事
実
を
確
定

で
き
ず
）。
今
回
、
米
メ

デ
ィ
ア
が
取
り
沙
汰
し
て

い
る
主
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
は

─
。

　

・
中
国
の
景
気
後
退
加
速　

不
動
産
バ
ブ
ル
破
綻
な
ど
景
気
サ
イ

ク
ル
と
は
違
う
異
変
が
生
じ
て
お
り
、「
失
わ
れ
た
20
年
」
を
日
本

に
も
た
ら
し
た
よ
う
な
負
債
デ
フ
レ
の
サ
イ
ク
ル
に
陥
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
中
国
経
済
が
欧
米
諸
国
や
日
韓
を
不
安
に
さ
せ
、
成

長
需
要
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
追
い
風
か
。

　

・
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
で
の
政
治
的
混
迷　

欧
州
政
治
の

停
滞
と
極
右
の
台
頭
で
暴
力
事
件
や
テ
ロ
が
起
き
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
激
化
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
線
拡
大
に
も
影
響
。
テ
ロ
対
策

な
ど
が
全
面
に
出
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
追
い
風
か
。

　

・
北
朝
鮮
の
核
実
験　

最
近
、
北
朝
鮮
は
「
核
保
有
国
と
し
て
の

責
任
」
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
米
韓
の
「
拡
大
抑
止
」
政
策

に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
妥
協
を
引
き
出
す
に
は
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
方
が
得
策
と
感
じ
れ
ば
、
断
行
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。

及川　正也（おいかわ・まさや）氏
　早稲田大学政治経済学部卒。1988年毎日新聞社入社。92
年政治部。首相官邸や自民党、新進党、民主党など90年代～
2000年代の政界再編を取材。防衛省や外務省を長く担当
し、東西冷戦後の日本の外交・安全保障政策を取材した。05
年ワシントン特派員。アフガニスタン・イラク戦争やオバマ氏
が勝利した08年大統領選を取材。政治部、経済部、外信部各
副部長を経て13年北米総局長。16年大統領選ではトランプ氏
を取材した。論説委員、論説副委員長を経て21年専門編集委
員。「琉球の星条旗」（講談社）の執筆と編集にあたった。


